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▲個人の部見事準優勝に輝いた国井晴美選手（右）

気合を

込めて！

'92 ７
月

平成 ４年 度の 伊達 支部中体連総合体育 大会は

６月10・11日の 両日、 郡内 各町 を会場に 開催さ

れ、各 穐日に熱戦か繰り広げられ まし た。

霊山町民体育館で行われ た剣道女子団体の部

では、県北中学校の選手の皆さんは、日ごろの

練 習成果を十分に発揮し、 見事３位に入賞し ま

し た。



町
消
防
団
定
期
点
検

火
の
守
り
の
誓
い
新
た

町
消
防
団
の
定
期
点
検
は
六
月

十
四
日
、
藤
田
小
学
校
校
庭
で
行

わ
れ
ま
し

た
。

午
前
九
時
に
藤
田
市
街
地
に
雛

列
し

た
団
員
を
観
閲
し
、
そ
の
後
、

藤
田
小

校
庭
で
通
常
点
検
、
機
械

器
具
点

検
。
ポ
ン
プ
操
法
、
分
列

行
進

な
ど
が
行
わ
れ
、
消
防
団
員

の
き
び
き
び
し

た
行
動
で

、
火
の

守

り
の
誓

い
を
新

た
に
し

ま
し

た
。

冨
永
武
夫
町
長
か

『
団

員
皆
さ

ん
の
旺

盛
な
士
気

と
、
規

律
あ
る

訓

練
の
成
果
が
十

分
に
発
揮

さ
れ
、

消
防
団
員
に
対
す

る
信
頼

の
度
を

一
層
深
め
ま
し
た
』
と
講
評
、
阿

部
恒

夫
団
長

は
「
呎「
町
の
消
防
施

設
、
設
備
は
年

々
充
実
さ

れ
、
こ

れ
ら
の
維
持
管
理
に
は
万
全
を
期

し

、
有
事

の
際
に
は
十
分
な
効
果

か
得
ら
れ
る
よ
う
に
」

と
訓
示
を

述
べ
ま
し
た
。

表
彰
及
び
表
彰
披
露
で

は
教
養

剛
分
団
長
の
商
橋
力

さ
ん
、
第
四

分
団
副
分
剛
長

の
鈴
木
正

夫
さ
ん

ら
に
感
謝
状
と
記
念
品

が
附

’つ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
一
般

表
彰
者
と

し
て
。
消
防
施

設
充

実
の
た
め
に

土
地
を
提
供
し
て
く

だ
さ
っ
た
佐

藤
貞
夫
さ
ん
（
石
母
川
表
）

、
斎

藤
栄
司
さ
ん
（
並
柳
）

に
感
謝
状

か
贈
ら
れ
ま
し
た
。（

敬

称

略
）

■

消
防
庁
長
官
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

高
橘
　
　

カ

ー
鈴
木
　

正
夫

－

福

鳥
県
知
事
表
彰

○
晴
　

効
　

章

林
　

初
男
一

〇
永

年
勤
統
章

菊
地
　

俊
雄

一
佐
藤
　

註
雉

菊
地
　

良

七
一

■

日
本
消
防
協
会

長
表

彰

○
竿

頭

綬

岡
見
町
消
防
団

○
功

績

章

林
　

初
男
｛

○
精

績

章

菊
地
　

昭
平

一

〇
勤

続

章

高
哺
　
昭
一

佐
藤
　
隆
造

菊
地
　

孝
一

■

県
消
防
協
会
長
表
彰

○
功

績

章

高
橋
　

カ

ー

○
精

勤

章

佐
藤
　
邦
治

浅
野
　
武
志

○
勤

続

章

村
上
　
　
一

高
喋
　
佐
七

佐
藤
　
錦
住

隍
藤
　
岩
男

長
谷
川
敏
朗

佐
藤
　
哨
雄

高
橋
　
　
孝

佐
藤
　

隆
造

斎
藤
　
　

正

木
村
　
正

義

横
山
　

孝
夫

鈴
木
　

文
夫

商
礦
　

成
正

鈴
木
　

次
男

○
退
職
団
貝
感
謝
状

松
田
　
平

治

佐
久
間
永

郎

鴨
田
　

茂

佐
久
間
　

衛

岩
城
　
璽
夫

徳
江
　
正
美

佐
藤
　
正
康

■

伊
達
支
部
長
表
彰

○
功

績

章

安
孫
子
　

正

志
村
　

孝
明

○
精

勤

章

黒
田
　

勝
夫

宍
戸
　

昭
一

八
島
　

常
一

佐
藤
　

幸
治

宍

戸
惣
兵
衛

東
海
林
忠
雄

佐
藤
　

幸
雄

松
浦
　

幹
男

占

倒
　
敏
彦

■

町
長
・
団
長
連
名
感
謝

状

○
永
年
勤
続

退
職
団
員
感
謝
状

菊
地
　
昭
平

佐
藤
　
洋
一

菊
地
　
俊
雄

村
上
　
　
一

鈴
木
　
　
薫

長
谷
川
敏
朗

■

国
見
町
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
表
彰

大
波
　
良

］

松
浦
　
正
明

桜
沢
庄
太
郎

村
上
　

俊
弘

渡
辺
　
一

郎

佐
藤
喜

久
男

熊
坂
　
　

弘

高
野
　

忠
重

菅
野
　
　

実

佐
久
間
貞
市

阿
部
　
秀
男

穐
月
　
　
繁

石
川
　
正
博

遠
藤
　
義
夫

■
町
長
一
般
人
感
謝
状

佐
藤
　

貞
夫

斎
藤
　

栄
司

▲町長の点検を受ける団目の瞥さん

▲第５分団によるポンプ操法

「
竿
頭
綬
」
受
賞
を

祝
　

う

栄
え
あ
る
日
本
消
防
協
会
長
か

ら
の
「
竿
頭

綬
」

に
輝

い
た
町
で

は
六
月
十
四
日
、
受
賞
祝
賀
会
を

Ｊ
Ａ

福
励

国
見
町
会
館
で
開
き
、

約
二
百

人
か
出

席
し
ま
し

た
。

こ
の
賞
は
、
消
防
力
や
水
利
に

優
れ
、
日
ご
ろ
の
訓
練
や
警
戒
を

充
実
さ
せ
て

い
る
消
防
団
に
対
し

贈
ら
れ
る
も
の
で

、
睨
賀
会
で

は

冨
永
町
長
、
阿
郁
恒
夫
団
長
の
あ

い
さ
っ
の
後
、
佐
藤
忠
芙
消
防
団

副
団
長
か
竿
頭
綬
を
披
露
し

、
そ

の
受
賞
を
祝
い
ま
し
た
。

▲竿酳綬を披露する
佐●忠美町消防団剔団長



参
議
院
議
員
通
常
選
挙

投
票
日
は

７
月
2
6日

第
十
六
回

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
は
、
七
月
八
日
公
示
、
七

月
二
十
六

日
投

票
日
で
行
わ
れ
ま
す
。

国
内
外
と

も
に
重
要
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
我
が
国
に
と
っ

て

は
、
今
後
の
国

政
を
左
右
す

る
極
め
て
重
大
で
深
い
意
義
を

持
つ
選

挙
で
す

。
有
権

者
一

人
ひ
と
り
が
冷
静

な
判
断
の
も
と

に

、
政
党

や
候
補

者
の

主
義
・

主
張
な
ど
を
十
分

見
極
め
て
悔

い
の
な
い
一
票

を
投
じ
ま

し
ょ

う
。

あ
な
た
の
一
票

明
る
い
未
来

選挙区選挙

個人に投票します

薄黄色の投票用紙には

候補書個人名を記入し

でください

比例代表選挙

政党に投票します

白色の投票用紙には、

政党の名称または略称

を記入してください

◇
選

挙
区
選
挙
は
、
都
道
府
県
を

単
位
と
し
て
候
補
者
個
人
に
投

票
す
る
選
挙
で
す
。

◇
比
例
代
表
選
挙
は
、
政
党
に
投

票
す
る
選
挙
で
す

。

―

丶

９

｀
丶

３

、

投
票
は
政
党
名
で
。
候
補
者

名
を
書
く
と
無
効
で
す
。

政
党

の
選
択
は
、
候
補
者
名

簿

や
政
策
を
よ
く
見
て
。

当
選
者

は
、
各

政
党
の
得
票

数
に
比
例
し
て
決
ま
り
ま
す
。

投
　
票
　
時
　
間

午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

。

投
票
で
き
る
人

昭
和
4
7年
７
月
2
7日
以
前
に
生

ま

れ
た
人
。

平
成
４
年
４
月
７
日
ま
で

に
転

入
届
出
を
し
た
人
。

平
成
４
年
３
月
％
一
日
以

後
国
見

町
か
ら
転
出
し
た
か
、
新

住
所

地
に
４
月
７
日
ま
で

転
入
川

出

を
し
て
い
な
い
（
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
）
場
合
、

国
見
町
で

投
票
で

き
ま
す
。

不
　
在
　
者
　
投
　
票

投
票

当
口

、
や
む
を
得
な

い
理

由
で
投
票
で

き
な
い
方

は
、
不
在

者
投
票

か
で

き
ま

す
。

７
月

８
日

か
ら
７
月
2
5日
ま
で
．

（
土
曜
・

卜
曜
で
も
不
在
者
投

票
か
で
き

ま
す
．
）

時
間

は
、
午
前
８
時
3
0分
か
ら

午
後
５
時

ま
で
．

印
鑑

と
配
付
済
の
投
票
所
入
場

券

を
持
っ
て

選
挙
管
理
委
員
会

（
役
楊
内
）

に
お
い
で
く

だ
さ

代
　
理
　
投
　
票

身
体
の
故
障
な

ど
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
の
氏
名
、

政
党
名
を
書
く
こ
と
の
で
き
な
い

人
の

た
め
に
、
代
理
投
票
が
認
め

ら

れ
て
い
ま
す
。

代
理
投
票
を
さ
れ
る
方
は
。
選

挙
の
当
日
。
投
粟
所
の
係
員
に
申

し
出
て
く
だ
さ

い
。
二
人
の
投
票

柿
助
者
か
決

め
ら
れ
。
一
人
か

候

補
者
の
氏
名
を
代
筆
し
、
他
の
一

人
が
そ
れ
に
立
ち
会
っ
て
代
理
投

粟
か
行
わ
れ
ま
す
。
選
挙
人
の
投

菓

の
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

美
し
い
川
に

河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

ご協力ありがとう

ございました

・ 参加人員　　　　2.825 人

・ ゴミ収集量　　　8.0 トン

・土木建設業協会より

ダンプ協力延べ26 台

(土木建設業者)

河
川
ク
リ
ー
ン
ア

″
プ
作
戦
は

七
月
五
日
、
全
町
一
斉

に
行
わ

れ
、

各
地
区
の
皆
さ
ん
約
二
千

八
ざ
人

が
参
加
し
、
町
内
を
流
れ
る
滝
川
・

牛
沢
川
・
普
蔵
川
を
は
じ
め
各
河

川
と
そ
の
支
流
で

清
掃
作
業
を
し

ま
し
た
。

当
日

は
、
河
川
敷
な
ど
に
投
楽

さ
れ
た
空

き
缶
、
廃

ビ
ニ

ー
ル
、

廃
材
、
紙
く
ず

な
ど
の

ゴ
ミ
の
回

収
や
雑
木
伐
探

。
草
刈
り
を
行

い

ま
し
た
。
ま
た

、
ゴ
ミ
の
搬
出
に

は
、
町
内
の
町
土
木
建
設
業
協
会

の
皆
さ
ん
の
禎
極
的
な
応
援
を

い

た
だ
き
ま
し
た
。

水
は
生
命
の
源
、
そ
し
て
水

は

貴
重
な
資
源
で
す
。
現
在

は
、
ほ

と
ん
ど
の
市
町
村
か
河
川
水

を
水

道
用
水
に
利
用
し
て
い
ま
す

。
こ

れ
か
ら
も
常
に
河
川
の
浄
化

に
心

が
け
、
魚
の
住
め
る
、
ホ

タ
ル
の

飛
び
交
う

よ
う
な
美
し

い
川
に
し

た
い
も
の
で
す

。

Ａ大匁の参加をいただきました

ちびっこ　あつまれ！

第５回サマーフェスティバル

～楽しい イベント盛りだくさん～

日　畤

場　所

内　 客

主　 催

８月８日出 午後２畤～

藤田中心街

馬と避ぼう，もちつき大会，

宝くIじゲーム,子ども盆踊り，

盆踊り，模擬店多数出店

国見町商工会青年部



学
校

週
５

日

制

の
導

入

個
性
や
創
造
性
を
伸
ば
す
教
育
が
ね
ら
い

今

年
９
月

か
ら

実
施

今
年
の
二

学
期
か
ら

”
学
校
五
日
制
”
が
実
施
さ
れ
、
月
一

回

、
第
二

土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

明
治
以
来
、
一
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
た

週
六
日

制
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の

制
度
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
の
教
育
の
あ
り
方
を

見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
望

ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と
い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

学
校
は
月
曜
日
か
ら
土
曜

日
ま

で
通
う
も
の
ｉ

い
ま
、
こ

の
当

然
の
よ
う
な
制
度
か
変

わ
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

月
一
回
の
学
校
週
五

日
制
か

実

施
さ
れ
る
学
校
は
、
全
国
の
国
公

立
の
幼

稚
圃
、
小
学
校

、
中

学
校
、

高
等
学
校
、
盲
・
ろ
う
養
護

学
校

で
す
。
ま
た
、
私
立
の

学
校

に
も

で
き
る
だ
け
歩

調
を
あ
わ
せ

る
よ

う
協
力
か

求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

で
は
、
な
ぜ
土
曜

日
を
休
み
に

す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

社
会
全
体
か
多
様
化
し

、
大
き

く
変
化
す
る
な
か
で
、
自
ら
考

え
。

判
断
し
、
行
動
で

き
る
資
質
や
能

力
を
育
て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教

育
か
求
め
ら
れ
て

い
ま
す

。

今
回
実
施
さ
れ
る

ぶ
子
校
週
五

日
制

”
に
は
、
子
ど
も
た
ち
か
家

庭
や
地
城
杜
会
で

の
生
活

時
間
を

使

っ
て
、
違
う
年
齢
の
仲
間

と
の

遊
び
、
自
然
体
験
、
社
会

体
験
、

生
活
体
験
な
ど
を
増
や
す

こ
と
で

。

こ
の
よ
う
な
資
質
や
能
力
を
根

づ

か
せ
る
と

い
う
意
味
が
こ
め
ら
れ

て

い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
共
通
し
た
知
識

や

技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視

し
た

い
ま
ま
で
の
教
育
か
ら
、
個

性
や
創
造
性
を
育
て
る
こ
と
を
璽

視
す
る
教
育
を
目
指
そ
う
と
い
う

ね
ら

い
か
あ
り
ま
す
。

実
施
に
向
け
て
の

”
影

響

と

対

策

”

文
郎
省
で

は
、
こ
の
制
度
の
実

施
に
向
け
て

。
二
年
前
か
ら
全
国

六
十
六
校
を

モ
デ
ル
咬

に
し
て
研

究
し
て
き
ま
し

た
。

そ
の
結
果
か

ら

、
制
度
の
実
施

に
よ
る
家
庭

。
学
校
、
地
城
へ
の

”影

響
と
対

策
”
は
次
の
と
お
り

で
す

。
家
　
庭
　
で
　
は

子
ど
む
が
親

と
一
緒

に
過

ご
す

な
か
で

、
生

き
方
や
生
活
の
知
忠

を
学

ぶ
よ
う

に
す

る
こ
と
が
大
切

で

す
。

し
か
し
、

鉐
働

き
の
家
庭
の
子

ど
も
や
障
嘗

の
あ
る
子
ど
も
へ
の

配
慮
も
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、

子
ど
も
は
学
校
か
休

み
だ
け

れ
ど
も

。
親

が
働

い
て

い

る
た
め
午
的
中

は
子
ど
も

Ｉ
人
に

な

’。
て
し
ま

い
ま
す

。

そ

の
た
め
、
幼
稚

園
や

小
学
校
、

肓
・

ろ
う
養
護

学
校
で

は
、
当

面

の
間

、
休
み
と
な
る
土
昭
日

に
も
、

学
校

を
開
放

す
る
よ
う
に
呼

び
か

け
、

家
庭
で

の
負
担
を
少
な
く
す

る
よ
う

に
し

て

い
ま
す
。

学
　
校
　
で
　
は

い
ま
ま
で

六
日
間
で
学
習

し
て

い
た
こ

と
を

五
日
問
で
学
ぶ
こ
と

は
、
か
え
っ
て
子

ど
も
に
負
担
が

か
か
る
の
で

は
な

い
か
と
い
う
問

題
か
あ
り
ま

す
。

こ
れ
に
対
し
て
学
校
で
は
、
授

業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
編
成
や
指
導

方
法
を
工

夫
す
る
よ
う
に
し
て

い

ま
す
。

地
　
域
　
で
　
は

休
み
に
な

っ
て
も
、
何
を
す
れ

ば
よ

い
か
分
か
ら
な

い
、
あ
る

い

は
。
活
動
の
場
所

が
な

い
。
こ
れ

で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
学
校
に
あ
る
施
設

の
開
放
や
公
共
施
設
の
整
備
・
充

実
を
進

め
る
こ
と
、
そ
し
て
、
大

人
の
サ

ポ
ー
ト

が
必
要
と
な

っ
て

き

ま
す
。

例
え

ば
、
周
り
の
大
人
か

い
ろ

い
ろ
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
考
え
。
そ

の
な
か
か
・
气

子
ど
も
の
自
圭
性

に
ま
か
せ
、
責
任
を
も

っ
て
取
り

組
ま
せ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
。

社

会

全

体

で

子
ど
も
た
ち
を
見
守
ろ
う

今
後
、
学
校
週
五
日
制
の
定
着

を
図
っ
て

い
く
う

え
で

、
学
校

、

家
庭
、
地
域
杜
会

か
い
ま
ま
で
以

上
に
連
携
を
深
め
、
一
体
と
な

っ

て
問
題
の
解
決
に
取
り
組
む

必
要

が
あ
り
ま
す
。
休
日
か
増
え
る
こ

と
に
よ
っ
て

、
子

ど
も
た
ち
の

生

活

か
活

気
あ
る

も
の
に
な
る
よ
う

に
、
社
会
全
体
で
見
守
り
、
対
策

を
考
え
て

い
き
ま
し

ょ
う
。

滝
山

第
三

団
地

建

設

工

事

安

全

祈

願

祭

公
営
住
宅
滝
山
第
三
団
地
建
般

工
事
の
安
全
祈
願
祭
は
七
月
八
日
、

山
崎
字
東
滝

山
九
―
一
の
建
設
現

場
で

行
わ
れ
ま
し

た
。

祈
願

祭
に
は
冨
永
武
夫
町
長
。

仲
野
周
一
町
議
会

議
畏
を
は
匕

め
。

工
事
関
係
者

な
ど
約
四
十
人

が
出

席
。
冨
永
町
長
の
力
強

い
く
わ
入

れ
の
あ
と
。
各
代

表
者

が
次

々
と

玉
ぐ
し
を
さ
さ
げ
。
工
事
の
安
全

と
早
期
完
成
を
祈
願
し

ま
し

た
。

こ
の
公
営
住
宅
は
、
総
工
費
一

億
七
千
五
百
四
十
万
九
千
円

、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
階

建
て

一
棟
十
二
戸
（
各
３
Ｄ
Ｋ
）

。
敷

地
面
禎
二
、
四
八
二
・
三
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
。
平
成
五
年
三
月
末
完

成
を
月
指
し
ま
す
。

▲力強くくわ入れする冨永町長

▲少羃仲間づくり教室キャンプ｛昨年｝



夏
の
交

通
事
故
防
止

県

民

総

ぐ

る

み

運

動

7/2

1～8

/20

安
全
運
転
　
注
意
と
ベ
ル
ト
の
　
た
す
き
が
け

例
年
、
夏

期
に
多

発
す

る
子

ど

も
の
交
通
事
故
．
帰

省
や
行
楽
等

に
伴
う
過
労
（
い
ね
む
り
）

運
転

に
よ
る
交
通
事
故
、
青
少
年
の
無

諜
運
転
事
故
等
を
防
止
す
る
た
め
、

県
民
す

べ
て
の
安
全
意
識
の
高
揚

を
図

る
と
と
も
に
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
と
思

い
や
り
の
心
に
基
づ
い

た
交

通
マ
ナ

ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け

る
こ
と
を
目
的
に
、
７
月
2
1
日

か
ら
８
月
2
0日
ま
で

『
夏

の
交
通

事

故
防
止
・
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
』

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

今
回
の
重
点
目
標
は
、

①
青

少
年
運
転
者

に
よ
る
無
謀
運

転
の
防
止

②
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
の
徹
庭

③
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故

防
止

④
過
労
（
い
ね
む
り
）

運
転

に
よ

る
交
通
事
故
防
止

⑤
夜
間
の
交
通
事
故
防

止

⑥
適
正
な
駐
車
秩
序
の

確
立

『
安
全
は
　

ゆ

り
く

り
　

ゆ
っ

た
り
　

ゆ
と
り
　

ゆ
ず
り
あ
い
』

－

（

ン
ド
ル
を
捩
っ
た
ら
、
安

全

運
転
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

国見町職員採用試験案内
平成５年度の国見町職員( 高校卒程度) 採用ま&験を次により

行います。
1.試験●種・採用予定Ａｉ　 一般事務( 行政)・若干名

2.受皺資格
昭和46年４月２日から昭和5a年４月１日まで|二生まれた者で、

、 平成５年３月までに高校卒業。または卒業見込みの者。

3.賦験方法
・第１次試験…教養試験

・第２次試験--･面接及び作文
4.試験の日碕・場所
・平成４年９月20日偏 午前９時 から受付

・福鳥県自治会館( 県庁西隣り)

5.受験手続
0)申込用祇は国見町役場で交付します。

(1)申込用紙に必要事碩を記入し、国見町役場に提出してくだ

さい。
(11)受験禀を受領したときは、最近６か月以内に撮彫した本人

の写真{ 上半身、脱相、正面向き、縦6  X 横4.5ｓ} をは
って、試験当日に必ず持参してください。

･｡受付朋間
平成４年７月20日胴)～８月19日(昶 午前８時 半～午後５時

ただし、日曜日、第２・第４土曜日は闥庁ですので受付を行
いません。( 郵送による申込みは８月14日までの消印有効)

■闘い合わせ　国見町役場総務課085  - 21 】　内線121

お
願
い

水
害
な
ど
の
災
害
防
止

阿
武
隈
川
な
ど
の
河
川
に
は
、
日

頃
。
私
た
ち
の
生
活

に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な

い
飲
み
水

、
か
ん
か

い
用
水
や
河
川
公
園
な
ど
の
自
然

に
接
す

る
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て

い
ま
す
。

こ

の
よ
う

に
、
恵
み
の
河
川
も

一
旦
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
す
と
、

大
切
な
人
命
や
財
産
な

ど
の
重
大

災
害
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
こ

と
か

ら
、
河
川
管
理
者
と
し
て

、
阿
武

隈
川
の
洪
水
予
報
・
水
防

予
警

報

に
関
す
る
情
報
提
供
、
水
防

関
係

の
業
務
に
努
力
し
て
お
り
ま
す

。

万
一
の
災
害
に
備
え
、

〃
ま
ず
、

で
き
る
こ
と
か
ら
　
始

め
ま
し

ょ

例
え

ぱ
、

水
害
時
の
対
応
や
避
難
路
、
指

定
避
難
場
所
を
碗
認
し
て
お
き

ま
し

ょ
う
。

洪
水

な
ど
の
災
害
時
に
お

い
て
、

被
害
を

最
少
限
に
く

い
止
め
る

活
動

に
支
障
を
与
え
な

い
よ
う

堤

防
上
、
ま
た
は
、
河
川
区
城

内

に
車
輛
な
ど
の
駐
車
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

－

問
い
合
わ
せ

建
設
省
福
島
工
事
事

務
所
河
川

管
理
課

韲
翩
4
3
3
1

作

品

募

集

ふ
く
し
ま

緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

県
民
一
人
ひ
と
り
に
自
然

の
美

し
さ
、
緑
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

て
も
ら
う

た
め
、
県
民
か
選
ん
だ

”
ふ
く
し
ま
緑
の
百
景
”
を
中
心

に

『
第

七
回

ふ
く
し
ま
緑
の
写
真

コ

ン
ク

ー
ル
』
を
、
次
の
要
領
で

実
施
し
ま
す
。
公
園
な
ど
の
身
近

な
緑
を
題
材
に
し
た
写
真
を
奮
っ

て

ご
応
募
く

だ
さ

い
。

◇
応
募
要
領

①
応
募
資
格
…
県
内

居
住
者
．

（
職
業

写
裏
家
は
除
き
ま
す
）

②
作
品
・
：
カ
ラ

ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ

切
サ
イ

ズ
の
一
枚
写
真

③
応
募
方
法
・
：
所
定
の
用
紙
に
郵

便
番
号

、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業

、
電
話
番
号
、
扱
影
地
名

を
記
入
、
作
品
の
裏
に
添
付
し
．

価
蜘
福
島
市
中
町
５
の
1
8
、
県

林
業
会

館
内
・
県
緑
化
推
進
委

員
会
、
ま
た
は
石

蜘
福
島
市
太

田
町
1
3の
1
7、
福
島
民
報
社
事

業
局
へ
郵
送
か
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ

い
．

④
締
め
切
り
・：
1
0月
3
1
日
必
着

◇
表
　

彰

・
特
選
（
１
点
）

賞
状

、
盾
、

賞
金
５

万
円

・
金
賞
（
５
点
）
賞
状
、
盾
、

賞
金
３
万
円

・
銀
賞
（
６
点
）
賞
状
、
盾
、

賞
金
２
万
円

・
銅
賞
（
６
点
）
賞
状
、
盾
、

賞
金
１
万
円

・
入

選
（
3
0点
）
賞
状
、
記
念
品

・

佳
作
（
数
点
）
賞
状
、
記
念
品

■

問
い
合
わ
せ

福
島
民
報
社
事
業
局

壼
咄
4
1
7
1

７

月

今
月
の
納
税

（
納

期

限
・：
７

月
3
1
日

）

固
定
資
産
税
（
第
二

期
）



８

月
1
0

日

・

道

の

日

８
月
・
道
路
を
ま
も
る
月
間

道
は

く
ら
し
の
中
を

走
っ
て
い
ま
す

わ

た
し

た
ち
の
家
を
一
歩
出
る

と
、
そ
こ

に
は
道

が
あ
り
ま
す
。

仕
事

に
行

っ
た
り
、
買

い
物
に
出

か
け
た
り

、
毎
日
通
る
と
こ
ろ
で

す
。
道
は

、
あ

っ
て
当
た
り
前
。

空
気
み
た

い
な
存
在
と
い
え
る
で

ま
た
、
道
路
は
自
動
車
・
歩
行

者
な

ど
の
通
行
空
間
と
し
て
の
機

能
の
ほ
か
に
、

電
気
、
電
話
、
ガ
ス
、
上
下
水

道
な
ど
の
公
共
公
益
施
設
の
収

容
空
間

緑
化
．
通
風
、
採

光
な
ど
の
良

好
な
居
住
環
境
の
形
成
の
た
め

の
空
間

な
ど
、

い
ろ

い
ろ
な
役
割
を
果
た

し
て

い
ま
す
。

わ

た
し

た
ち
は
。
家
の
中
は
い

つ
も

き
れ
い
に
整
と
ん
し
て
い
る

の
に
、
い
っ
た
ん
街
に
出
る
と
ど

う

も
マ
ナ
ー
に
欠
け
る
よ
う
で
す
。

商

品
や
広
告
看
板
、
自
転
車
な

ど
か
乱
雑
に
置
か

れ
て

お
り
。
通

行
す
る
時
に
大
変
迷
感
と
な
っ
て

い
ま
す
。

も
う
一
度
、
道
路

へ
の

心
遣

い

や
マ
ナ
ー
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈

マ

ナ

ー
〉

Ｉ

遭
路
は
広
く
、
上
手
に
／
・

道
路
は
み
ん
な
の
空
間
で
す
。

自
転
車
を
放
置
し

た
り
、
資
材

等
置
き
場
に
し
て

。
通
行
す
る

人
ぴ
と
に
迷
惑
を
か
け
て

い
ま

せ
ん
か
。
ま

た
、
樹
木
の
繁
茂

期
に
あ
る
今

、
道
路
に
は
み
出

し
た
枝
は
伐
採
し
ま
し

ょ
う
。

囹

違
法
駐
車
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

違
法
駐
車
は
道
路
利
用
の
妨
げ

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
交
通

事
故
の
原
因

や
緊

急
時

に
お
け

る
活
動
の
妨

げ
と
も
な

り
。
と

て
も
危
険
で
す
。
ル
ー
ル
を
守

っ
て

い
っ
も
広
々
と
使
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

。

〈

思

い

や

り

〉

一

花
木
を
大
切
に
／・

沿
道
に
植
え
ら
れ

た
樹
木
や
草

花
は

、
私
た
ち
の
生
活
に
潤
い

を
与

え
、
快
適
な
生
活
空
間
を

つ
く

り
出
し
ま
す
。
ま
た
、
空

き
缶

や
タ
バ
コ
の
吸

い
殼
な
ど

ゴ
ミ

の
な

い
道
路

は
。
人
の
心

を

さ
わ
や

か
に
し
ま
す
。
道
路

は
い
つ
も

き
れ
い
に
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す

。

作
品
募

集

統
計
グ
ラ

フ
コ
ン
ク
ー
ル

県
で
は
統

計
思
想
の
普
及
向
上

と
統
計
の
表
現
技
術
の
研
さ
ん
を

図
る
た
め
、
十
月
十
八
日
の

『
統

計
の
日
』
に
向
け
て

。
小
学
生
・

中

学
生
・
高

校
生
・
大

学
生
及

び

一
般
を
対
象

に
、
統
計
グ
ラ
フ
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
要
領

１
。資
　

格

第
１
部
・
：
小
学
校
３
年
生
以
下

第
２
部
・
：
小
学
校
４
年
生
以
上

第
３
部
…
中
学
生

第
４
部
‘：
高
校
生
及
び
大

学
生

第
５
部
：
一
一
般

パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ

フ
の
部
・
：

小
学
生
以

上
・
一
般

2
｡内
　

容

課
閣
は
各
部
と
も
自
由
。
た
だ

し
、
第
１
部
の
作
品
に
つ

い
て

は
、
児
童
か
観
察
し
た
結
果
を

グ
ラ
フ
に
し

た
も
の
と
す
る
。

3
｡規
　
格

・
大
き
さ

第
１
～
３
部
…
Ｂ

２
版

第
４
～
５
部
…
Ｂ

Ｉ
版

パ
ソ
コ
ン
統
計
：
’Ｂ
２
版

・
紙
質
、
色
彩

各
部
と
も
自
由
と
す
る
か

、
裏

面
板
張
り
や
表
面
の
セ
ロ
（

ン

カ

バ
ー
は
不
可
。

4
｡そ
の
他

一
人
で
何
点
応
募
し
て
も
よ

い

が
、
二
枚
以
上
に
わ
た
る
『
シ

リ

ー
ズ
も
の
』
は
認
め
な

い
。

◇
締
め
切
り

９
月
４
日
（
金
）
必
着

◇
発
　

表

９
月
下

旬

■

応
募
先
・

問
い
合

わ
せ

尋
嵋一
福
島
市
杉
裏

町
２
－
1
6

県
企
画
調
整
部
統
計
調
査
課

者
卯
1
1
1
1

職
員
募

集

広
域
市
町
村
圏

養
護
老
人
ホ
ー
ム
組
合

平
成
五
年
度
職
員
（
短
大
卒
程

度
）
採
用
候
補
者
試
験
を
次
に
よ

り
行

い
ま
す
。

◇

賦
験
職
種
…
寮
母

◇
採
用
予
定
人
員
…
若
干
名

◇
受
験
資
格
…
昭
和
4
3年

４
月

２

日
か
ら
昭
和
4
8年
４
月

１
日
ま

で
に
生
ま
れ

た
方
（
学
歴
不

問
）

◇
受
付
期
間
：
１７

月
2
0日
（
月
）
～

８
月
1
9日
（
水
）

■

問
い
合
わ
せ

福
鳥
地
方
広

城
市
町
村
圈
養
護

老

人
ホ

ー
ム
組
合
事
務
局

魯
衂
0
4
1
1

サマージャンボ宝くじ
市町村振興宝くじ

発売のお知らせ
平成 ４年度の市町村振興宝くじ「サマ

ージャンボ宝くじ亅 が。次のとおり発売

されます。

●当せん金

】等-●2………………………6
●000

万円

１等の蘭後賞………………2. 万円

デラックス・レジャー賞……500 万円

●予杓期間

７ 月20 日(月卜 ８月 ３日(月)

●宝くじの収益金

市町村の災竇対策と明るく住みよい街

づくり籌に使われま･す。

●予約申込先

・予約券による場合･･.:･･宝くじ売場

・官製往復ハガキによる場合……

･  IDO 東京中央郵便局留置

第一勧業銀行 宝くじ部



ふるさとの文化財
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1阿津賀志山

越 口 土 塁

菊　池　利　雄
▲阿漕賀志山越口土塁

古
代
末
期
わ
が
国
に
お
け

る
政

治
の
中

心
地
で

あ
っ
た
京
都
あ
る

い
は
鎌

倉
と
、
陸
奥

国
の
国
府
で

あ
る
多
賀
城

や
奥
州
藤

原
氏
の
平

泉

館
を
結
ぶ
、
官
道
の
東
山
道

は

藤
田
宿
か
ら
伊

達
と
刈
田
の

郡
境

に
ま
た
が
る
、
貝
田
と
越
河

の
地

狭

部
を
北

に
向
か

っ
て

い
た
。
寿

永

四
年
（
一
一
八
五
べ

宿
敵
平
氏

を
長
門

国
の
壇
ノ
浦

に
亡

ぼ
し
た

源
頼
朝

は
、
文

治
五
年

（
一
一
八

九
）

の
八
月

、
東
北
の
地
に
掌
握

し
独
自
の
政
権
を
樹
立
し
支
配
し

て

い
た
藤
原
泰
衙
を
攻

め
滅

ぽ
し
、

鎌

倉
幕

府
の
支
配
を
全
国
に
お
よ

ぽ
そ
う

と
御

家
人
達
を
総
動
員
し

た
大
軍
を
、
奥
羽
の
地
を

め
ざ
し

て
攻
め
込
ま
せ

た
。

泰

衙
は
事
前
に
こ
の
頼
朝
の
動

静

を
察
知
し
、
東
山
道
か
走

っ
て

い
る
郡
境
の
地
狹
部
で
敵
勢
を
軍

事

的
に
制
圧
す

べ
く
、
こ
の
地
に

阿
津
賀
志
楯
を
構
築
し
て
、
平
泉

を
め
ぎ
し
北
上
す

る
鎌
倉
軍
に
備

え
た
。
藤
原
国
衙
を
総
大
将
と
す

る
奥
州
軍
は
二
万
騎
の

軍
兵
を
配

し
、
こ
の
楯

に
よ

っ
て
迎
撃
戦
を

展
開
し
、
決
戦
の
場

と
す

る
意
図

が
込
め
ら
れ
て

い
た
。

厚
樫
山
の
中
腹
を
起
点
と
し
。

旧

い
阿
武
隈
川
の
河
畔
に
か
け
て

構
築
さ

れ
た
阿
津
賀
志
山
防
塁

（
国
史
跡
）
は
、
阿
津
賀
志
楯
最

前
衛
の
防
御
施
般
で
、
東
山
道
を

北
進
す

る
鎌
倉
軍
の
阻
止
は
可

能

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
頼
朝
の
本

営
の
筐
か
れ
た
藤
田
宿
か
ら
鳥
取
・

内
谷
や
石
母
田
の
山
地
を
迂
回
し

て
、
刈
田
と
伊
達
と
の
郡
境
を
な

す
長
峯
か
ら
、
厚
樫
山
へ
と
延
び

る
稜
線
部
の
山
地
を
突
破
し
、
防

塁
を
守

備
す
る
奥
州
軍
の
背
後
を

脅
か
さ

れ
る
懸
念

が
あ
り
、
奥
州

軍
は
こ
の
稜
線
部
の
山
地
を
巨
大

な
城
壁
と
み
な
し
、
阿
津
賀
志
山

防
塁
の

延
長
部
分
と
し
て
重
視
し

た
。
最
近
の
調
査
で
、
こ
の
稜
線

上

に
残
る
砦
群
鞍
部
の
土
塁

な
ど
、

所
在

が
確
認
さ
れ
た
の
で

、
そ
の

簡

単
な
紹

介
を
し
て

お
き
た
い
。

石
母
田
の
駒
場
か
ら
の

ぼ
る
水

晶
森
林
道
と
、
大
木
戸
の
細
蕨
か

ら
厚
樫
山
頂
へ
向
か
う
林
道
が
、

交
差
す
る
所
は
越
口
と
呼
ば
れ
、

稜
線
上
の
鞍
部
を
な
す
地
形
で
、

底
辺
七
μ

、
上
辺
一
・
五
じ
、
高

さ
が
三
Ｕ

の
台
形
状
を
な
す
長
さ

か
約
六
〇
Ｕ

の
土
塁
か
あ

り
、
断

面
の
土
質
か
均

一
な
こ
と
か
ら
余

分
な
土
を

、
両
側
に
そ
ぎ
は
く
工

法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
空
窪
の
鞍

部
に
築
か

れ
た
土
塁
は
損
壊

が
甚

だ
し
く

、
一
都
分

が
残
さ
れ
て

い

る
に
過

ぎ
な
い
か

。
推
定
の
長
さ

か
五
〇
μ

、
底
幅
が
四
Ｕ
、
高
さ
が

二
Ｕ
程
で
。
北
側
の
窪
地
か
ら
土
を

か
き
上

げ
て
造
成
を
み

た
も
の
で
、

断

面
に
残

る
炭
化
有
機
物
の
存
在

か

ら
も
窺

い
知

ら
れ
る
。
ま

た
、

武
士

沢
に
面
し
て
土
塁
状
の
商
ま

り
が
あ
る
ほ
か
、
北
側
に
細
長
く

突
き

出
た
山
地
に

は
郭
状
の
平
場

か
み
ら

れ
る
な
ど
、
空
窪
砦
と
も

呼

ぷ
べ
き
遺
構
で
あ

る
。
さ
ら
に

標
高
位

の
高

い
束
畠
に
も
、
尾
根

筋
を
深

い
堀
切
で
絶
ち
切

り
、
独

立
丘
と
し

た
東
畠
砦

が
み
ら

れ
る

が
。
こ

の
砦
は
堀
切
の
整
備

や
平

場
削
平

の
度
合

い
か
良
く
で
き
す

ぎ
て

い
て

、
戦
国
期
の
も
の
と
み

る
説
も
あ

る
。

▼
通

信
販
売
一
一
〇
番

▲

専
問
の
相
談
員
が

″
消
費
者
の
声
″
に

電

話

で

対

応

カ

タ
ロ
グ
販
売
や
新
聞
、
雑
誌

な

ど
で
の
広
告
を
通
じ
て
行
う
お

な
匕
み
の
通
信
販
売
は
、
わ
た
し

た
ち
の
生
活
に

い
ま
や
す
っ
か
り

溶
け
込
ん
で

い
ま
す
。
最
近
で

は
、

通
信
販
売
は
女
性
の
社
会
進
出
や

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な
ど
か

ら
、
時
間
的
制
約
の
多
い
現
代

生

活
に

マ
ッ
チ
し
た
販
売
形
態

と
し

て
、
利
用
者

も
増
え
て
い
ま
す

。

販
売
業
者
側
も
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
あ
わ
せ
、
取
り
扱

い
商
品
の

多

様
化
を
進
め
る
な
ど
、
通
信
販
売

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
通
信

販
売
は
、
こ
の
よ
う
に
わ
ざ
わ

ざ

店
舗
に
出
向
く
こ
と
な
く

、
電

話

や
は
が
き
な
ど
で

申
し

込
め
る
と

い
う
手
軽
さ
も
手
伝
っ
て
。
平
成

二
年
の
売
り
上
げ
は
、
業
界
推

計

に
よ

れ
ば
一
兆
六
、
四
〇
〇
億
円

と

、
こ
こ
五
年
間
で
二
倍
強
の
伸

び
を
見
せ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
通
信
販
売
は
利
用

者
に
と
っ
て
も
便
利

な
購
入
方
法

で
す

が
、
消
費
者
が
店
舗
な
ど
で

販
売
業
者
と
相
対
し

、
実
際
に
商

品
な

ど
を
手
に
取
っ
て
選

ぷ
と
い

っ
た
買

い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
聞
や
維
誌
、
カ
タ
ロ
グ
な
ど
の

通
信
販
売
広
告
の
販
売
条
件
を
み

て
。
電
話
や
郵
便
な
ど
に
よ
り
注

文
す
る
方
法
で
行
わ
れ
ま
す

。
で

す
か
ら
消
費
者
と
販
売
業
者

が
一

定
の
ル

ー
ル
の
下

に
こ

れ
を

行
わ

な

い
と
、
消
費
者
と
業
者

の
間
で

行
き
違

い
が
起
き
て
し
ま

い
ま
す

。

も
し
困
っ
た
こ
と
か
起
き
て
し

ま
っ
た
ら
…
…
。

そ
の
よ
う
な
と
き
は

『
通
信
販

売
一
一
〇

番
』
に
ご
相
談
く

だ
さ

い
。
こ

の
電
話
相
談
は
、
通
商
産

業
省
の
認
可
を
受
け
て

設
立
さ
れ

た
社
団
法
人

日
本

通
信
販
売
協
会

の
事
業

と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
も

の
で
す
。

通
信
販
売
で
の
苦
情
は

も
ち

ろ
ん
。
問

い
合
わ
せ
や
要
望

な
ど
。
幅
広
く

通
信
販
売
に
か
か

わ

る
も
の
で
あ
れ

ば
、
何
で
も
相

鮫
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
消
費
者
か
安
心
し
て

通
信
販
売
を
利
用
で
き
る
よ
う

に
、

消
費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
資

格
を
有
す
る
専
門

の
相
鮫

員
が
、

相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す

。

■
相

談

先

通
信
販
売
一
一
〇
番

尋
陥
東
京
都
港
区
芝
公
園
三
－

四
丿
三
〇
　

社

団
法
人
日
本
通

信
販
売
　

雲
０
３
－
3
4
3
4

－
0
5
5
0



作品募集

ご
つ
つ

く
し
ま
・

ふ
く
し

ま
″

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

子

ど
も

な
ち
か
、
自
分
の
住
む

福
鳥

県
を
み

つ
め
直
し
、

子
ど
も

た
ち
自
身

が
考
え
る
将
来
の
福
島

県
へ

の
夢
を

、
叭一
世
紀
の

「
生
活

の
姿
」
、
『
仕
事
の
姿
』
、
｛
県
土
の

姿
｝
そ
し
て
2
1世
紀
に

『
躍
動
す

る
人

々
の
姿

』
と

い
う
視
点
で
、

桧
画
で
表
現
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、

ふ
る
さ
と
・
ふ
く
し
ま
へ

の
誇
り

と
愛
着
を
持

っ
て
も
ら
お

う
と
、
次

の
と
お
り
絵
画
を
募
集

し
ま
す

。

奮

っ
て

ご
応
募
く
だ
さ

い
・

▼
テ

ー
マ
・
：
「
2
1世
紀
の

ふ
く
し

ま
の
姿
」

―
あ
な
た

が
考
え
る

『
2
1世
紀
の
ふ
く
し
ま
の
姿
』

に
つ

い
て
自
由
に
夢
を
描

い
て

く

だ
さ
い
。
生
活
の
姿
、
仕
事

の
姿
、

町
や
村
の
姿
、
何
で
も

結
構
で
す

。

▼
応
募

資
格
：
小

学
校
児
童
、
中

学
校
・
高
等
学
校
の
生
徒
及
び

盲

・
聾
・
養
護

学
校
の
児
童
、

生
徒
（
一
人
一
点
、
自
作
の
も

の
に
限
り
ま
す
）

▼
企
画
と
大
き
さ
・
：
画
材
、
色
は

自
由
。
縦
、
横
そ

れ
ぞ
れ
4
5
m
　

ｘ
3
0
m
か
ら
5
5
mｘ
4
0
｀
ま
で
。

▼
締
め
切
り
…
９
月
1
1日
（
金
）

▼
応
募
上
の

注
意
…
①
作
品
の
軣

右
下

に
、
町
名
、

学
校
名
、
学

年
。
氏
名

（
ふ
り

が
な
）。
性
別

を
必
ず
記
入
し
て
く

だ
さ

い
。

ま
た
、
絵

に
関
し
て

の
コ

メ
ン

ト
を
別
紙

（
様
式
自
由
）
に
5
0
　

字
程
度
で

記
入
し

、
作
品
の
軣

に
は

っ
て
く
だ
さ
い
。
②
入
賞

作
品
の
版
権

は
主
催
者
側
に
属

し

。
作
品

は
移
動
絵
画
展
等
で

利

用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
提
出
先
…

通
学
し
て

い
る
学
校

に
提

出
し
て
く

だ
さ

い
。

■

問
い
合
わ
せ

辱
蜘
福
島
市
杉
妻
町
2
1
1
6

福
鳥
県
総
務
部
地
方
課
振
興
担

当壼
即

ｌ
ｌ・・
１
１
内
線
2
2
0
1

国民年金

支
払
日
(
1
5
日
）
が

土
・
日
・
祭
日
の
と
き
は

繰
り
上
げ
支
払
い

今
年
八
月
支
払
以
降
の
国
民
年

金
の
支
払
い
に
つ
い
て
．

支
払

い

日
の
十
五
日
が
土

・
日

・
祝
日
に

あ
た
る
と
き
は
、
前
日
ま

た
は
前

々
口
に
繰
り
上
げ
て
年

金
を
支
払

う

こ
と
に
な

り
ま
し

た
。

■

問
い
合
わ

せ

・
住
民
福
祉
課
年
金
係

霖
翦
2
1
1
1
　
内
線
１
３
５

年
金
手
帳
は

大

切

に

オ
レ
ン
ジ
色
の
年
金
手
帳

は
、

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
保
険

と
船

員
保
険
共
通
で

す
。

こ
の
手
帳

は
初
め
て
そ
れ

ぞ
れ

の
制
度
に
適
用

（
加
入
）
さ

れ
た

と
き
に
。
そ

れ
ぞ
れ
の
制
度
の
年

金
の
記
号
番

ゆ
と
一
緒

に
交
付
さ

れ
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
交
付
さ
れ

た
記
号
番
号

は
一
生
変
わ
り
ま
せ

ん
。こ

の
年
金
手
帳
は
退
職
、
転
職
。

住
所
変

更
。
結
婚
し

た
場
合
な
ど

の
年
金
を
届
出
を
す
る
と
き
、
年

金
の
舗
求
を
す
る
場
合
に
は
必
要

に
な
り
ま
す
か
ら
、
大
切
に
保
管

し
ま
し

ょ
う
。

募
　
集

国
体
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ

『
ふ
く
し
ま
国
体
』
の
開
閉
会

式
を
飾
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
を
募

集
し
ま
す
。

◇
演
奏
場
面

①
開
閉
会
式
開
始
時

②
選
手
代
表
宜
誓
時

③
開
閉
会
式
終
了
時

◇
応
募
資
格

特
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
募
集
期
限

８
月
3
1日
（
当
日
消
印
有
効
）

◇
発
　

表

平
成
５
年
２
月
（
予
定

）

◇
ほ
う
賞

入
選
作
各
場
面
一
点
’：
賞
状

及

び
副
賞
十
万
円

佳
作
各
場
面
二
点
ｌ：
賞
状

及
び

副
賞
一
万
円

（
小
・
中
学
生
に
あ
っ
て

は
各

金
額
に
相
当
す
る
賞
品
）

◇
応
募
方
法

一
人
何
曲
で

も
応
募
可

。

■

送
り
先
・
問
い
合
わ
せ

尋
9
6
0
福
鳥
市
杉
妻

町
５
－
7
5

県
庁
国

体
局
競
技

式
典
課

Ｓ
咄
7
5
4
5

建
設
業
関

係
の

み
な
さ
ん

建
退
共
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か
？

建
設
業
を
営
む
方
々
、
建
般
現

場
で
働
く
皆

さ
ん
、
国
の
「
建
設

業

退
職
金
共
済
制
度
」
を

ご
存
じ

で
す

か
。

こ
の
制
度
の

特
色

は
、
一
般
の

退
職
金
の
よ
う

に
労
働
者
が
事
業

所
を
や
め
た
と
き
支
払
わ
れ
る
退

職
金
で
な
く

、
建
設
業
と

い
う
一

つ
の
業
種

の
中
で

働
く
限
り
、
事

業
所
に
雇
用

さ
れ
た
期
間
全
部
を

通
算
し
て

退
職

金
を
支
払
う
と

い

う
、
い
わ

ぱ
建
設
業
界
ぐ
る
み
の

退
職
金
制
度
で
す
。

現
在
、
全
国
で
1
3万
の
事
業
主
、

崩
万
人
の
労
働
者
か
こ
の
制
度
に

加
入
し

、
退
職
金
の
積
立
て

が
行

わ
れ
、
す
で

に
6
0万
人
の
労
働
者

か
退
職
金
を
受
け
取

っ
て

お
り
ま

す
。

■

問
い
合
わ
せ

辱
蜘
福

畠
市

五
月
町
４
の
2
5

福
島
県

建
設

セ
ン

タ
ー
内
　

建

退
共
福
島
県
支
部

雪
印
0
2
4
4

～
0
2
4
6

9
2
ふ
く
し
ま

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

福
鳥

県
で

は
、
県
内
の
大
学
・

短
期
大
学
・
専

修
学
校
等
を
卒
業

後
、
県
内

に
就

職
を
希
望
さ
れ
る

皆
さ
ん
を

対
象

に
就
職

ガ
イ
ダ
ン

ス
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

会
場
で

は
、
企
業
と
の
面
接
や

『
県
内

企
業

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
な

ど
就
職
す

る
に
あ
た
っ
て
参
考
と

な
る
資
料
の
配
布
を
行

い
ま
す
の

で
、
是
非

ご
参

加
く

だ
さ
い
。

▼
日
　

時

７
月
2
9日
（
水
）

午
後
１
時
3
0分

よ
り

▼
会
　

場

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
（
福
島

市
太
田
町
）

■
問
い
合
わ
せ

福
島
公
共

職
業
安
定
所

髫
邸
4
1
2
1



９
月
2
7日

「
福

島
空

港
閧

港

ま
つ

り
」

を
　
　
開
　
　

催

来
年
三
月
に
開
港
す
る
福
島
空

港
の
開
港
記
念
行
事
と
し
て
、
今

年
の
九
月
二
十
七
日
（
日
）
に
福
島

空
港
開
港
記
念
行
事
実
行
委
員
会

か
主
催
す
る

『
福
鳥
空
港
開
港
ま

つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
日
当
日
は
、
開
港
後
で
は

絶
対
に
入
る
こ
と
の
で
き
な

い
滑

走
路
や
エ
プ
ロ
ン
な
ど
の
空
港
施

設
を
開
放
し
て
の
ま
つ
り
で
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
か
参
加
で
き
る

行
事
で
す
。

「
ま
つ
り
」
で
は
空
港
を
体
感

し
て

い
た
だ
こ
う
と
、

『
福
島
空

港
開
港
記
念
綱
引
大
会
』
や

『
み

ん
な
で
親
し
む
福
島
空
港
』
で
の

参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

〔

空

港

を

体

感

〕

陬
釶
ま
つ
り
て
は
。
櫺
周
道
餡

な

ど
を
使

っ
て
の

『
エ
ア
ー
ポ

ー

ト
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
み
ん
な
で
親

し
む
福
島
空
港
』
を
行

い
ま
す
。

こ
れ
は
、
空
港
を
家
族
な
ど
グ

ル
ー
プ
で
楽
し
く
歩

い
て

い
た
だ

き
。
空
港
の
広
大
さ
や
雰
囲
気
を

体
感
し
て

い
た
だ
く
企
画
で
、
完

歩
し
た
組
に
は
認
定
書
な

ど
を
贈

呈
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
参

加
を
お
願

い
し
ま
す
。
当
日
は
基

準
時
間
を
設
定
し
、
そ
の
時
間
に

最
も
近

い
時
間
で
完
歩
し
た
組
に

は
賞
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

申

込

方
法

ｌ‐・
親

子

。
友

達

な

ど

。

お

お

む

ね
二

～

五
名

を

一
組

と

し

て

、

福

鳥

県

庁

企

画

調
整

課

内

「
福

島

空

港

開

港

ま

つ

り

運

営

事

務
局

」

ま

で

、

必
ず

往

復

は

が
き

に
参

加

希
望

者

全

員

の

氏

名
・
年

齢

・
代
表

者
の
住

所
・

電
話
番
号

を
書
い
て

お
申
し
込

み
く

だ
さ

い
。
（
返
信
は

が
き

に
も
住
所

等
明
記
）

◇

申
込
期
限
・：
８
月
1
5
日
（
土
）

〔
主
な
イ
ベ
ン
ト
〕

①
福
島
空
港
開
港
記
念
綱
引
大
会

②
空
港
施
役
見
学

バ
ス

・
場
周
道
賂
等
を

バ
ス
で
走
行
し

滑
走
路
な
ど
を
見
学
す
る

③
福
島
空
港
ラ
イ
ブ

・
郷
土
芸
能
披
露
、
芸
能
人
に
よ

る
コ
ン
サ

ー
ト

④
福
島
物
産
展

⑤
福
島
空
港
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

・
空
港
エ
プ
ロ
ン
を
使
用
し
て

、

福
鳥
県
・
就
航
先
に
ち
な
ん
だ

ク
イ
ズ
大
会

⑥
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
広
場

■

問
い
合
わ
せ

唇
鶫
福
島
市
杉
妻
町
２
－
1
6

福
島
県
庁
企
画
調
整
課
内

『
福

島
空
港
鬨
港
ま
っ
り
運
営
事
務

局
」
　
Ｓ
卸
7
1
1
2

募
　

集

自
　
衛
　
官

平
成
四
年

度
高
校
卒
業
予
定
者

の
募
集
を
、
次
の
と
お
り
行

っ
て

お
り
ま
す
。

◇
募
集
種
目

・
二
等
睦
・
海

・
空
士

・
曹
候
補
士

・
一
般
曹

候
補

学
生

・
航
空
学
生
（
男
子

の
み
）

・
看
護
学
生

（
女
子

の
み
）

・
防
衛
大

学
校

学
生

・
防
衛
医
科
大

学
校
学
生

受
付
期
間
、
試
験
口
な

ど
詳
し

く

は
自
衛

隊
福
鳥
募
集
案
内
所
ま

で

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
・

■

問
い
合

わ
せ

福
励
市
須
川
町
５
の
５

自
衛
隊
福
島
募
集
案
内
所

雲
仙
5
5
2
9

戸 籍 の 窓口
〈 ６月 受 付 分 〉

出 生おめでとうございます

子 の 名　 保護膏　　町内会
かすみ　　　　 井澤 佳成 源宗山東
英 之(ひでゆき)佐久間憲一 第　 一
拓　人(た く と)紺野 秀人 泉 田 下
舞( ま　 い)八巻 幹男 藤宗山北

誠 司(せ い じ〉斎藤 正美　耕　 谷
勇 樹(ゆ う き)赤坂久美子 第　 八
梏( ひ ろ し)千葉 栄治 駅　 前

智 貴(と も き)吉田 喜勝 第　 二
祥 太(しょうだ)僅藤 洋一 泉 田 中
遥( は る か)斎藤 清美 石毋田寰

結婚おめでとうございます
氏　　 名

鈴 木 俊 ―

蔘 野 千枝萸

佐 藤 邦 彦

小檜山　 きおり

山　 田 長 徳

贊 野 真駲美
徳 江　　 思

シゲトミ　 エミ

ハ 鳥　　 誠

佐久間 里江子

大 久 光 男

本 多 寿か子

町内会
吉　 東

伊 南 村
徳 江1ﾋ

会鰾畧l市
大 町 北

霧 山 町
第　 九

ブラジル

滝　 山

襠 鳥 市

滝　 山

櫑 鳥 市

おくやみ申し上げます

氏　　 名　　　年齢　　町内会
遠 暉 餓 治　　64　　 宮 町 北
後 藤 フ ヂ　　81　　 太 田 川
高 原 参 雄　　65　　 鳥　 取
高 檎　キ　ョ　　66　　 貝　 田
近 藤/ ルヽイ　　85　　 大 町 陶

佐久間 英 明　　66　　 鶫　 町
菊 地 俊 美　　71　　 第　 十
鈴 木　ヒロ ノ　　79　　 太 田 川
佐 野 サグヨ　　87　　 光 明 寺
児 鳥 ナツミ　　63　　 山　 很
渡 邉 靖 夫　　54 ）　 宮　 東
倥 蒔　　 動　　61　　 第　 七

曹 野 秀 一　　61　　 内 谷 東

人 口 と 世 帯

７月１日現在(前月比)６月中のうごき

人
　
　

口

男5  , 757人(  十 2 )

女6  靆 人 （－ ６）

計1L9 人 （－４）

世帯数3,008 戸（±0 ）

転 入　14人

転 出　15人

出 生10 人

死 亡　13人

７月　 文月（ふみづき）

日 ( 土）動労青少年の日

加 日 ( 月丿 海の記念11

211ﾖ （火）森と湖に親しむ旬 間

22 日（水）大 暑

2卵 （金） 土用の丑

８月 葉月（はづき）

１日（土）遣路をまもる月 間

3 11 （月）食品衛生週 間

10日（月）健康ハー ｝の 日

道の日

1511（土）全国戦没者迫悼式

心配ごと相談日
場所：役鳩二階相験 室 儻側人口からお入りΥさいj

時 間： ９時～12 畤

こまったことや、相該ご とがありましたら。

お気軽 にご相談下 さい。 秘密は絶対に守ります。

〔相談貝3

７月24 日 (金）曳地 善作・村上ミチ子

８月５日（水）樋口　攘三・井砂喜代子

８月15日は休ませていただきます。

こよみ



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

8 5 ｰ 2 6

（有) 4 1 5 6 |

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
が

開
　
　
講

平
成
四

年
度
少
年
仲
間

づ
く
り

教
室
の

開
講
式
か
。
六
月
十
四
日

児
童
八
十
二
名
の
ほ
か
父
兄
約
六

十
名
か
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
小
学
校
の
高
学

年
の
児
童
を
対
象
と
し
。
学
校
や

学
年
の
異

る
集
団
の
中
で

、
仲
間

づ
く
り
に

必
要
な
基
本
的
能
力
を

身
に
つ
け
、
心
身
と
も
に
健
全
な

少
年
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す

。

式
で

は
、
春
日
公
民
館
長
の

あ

い
さ
っ
、
来
賓
の
佐
藤
藤
田
小
学

校
教
頭
か
ら
励
ま
し
の
こ
と

ば
か

あ
り
、
続
い
て
担
当
者

が
年
問
活

助

計
画

を
説
明
し
ま
し
た
。

式
の
あ
と

、
町
民
体
育
館
に
お

い
て

、
町
教
委
の
古
宮
社
会
教
育

主
事

の
指
導
で

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
し

た
か

。
終
る
頃
は
初
対
面
な

が
ら
多
く
の
仲
間
か
で
き
た
よ
う

で
す

。

実
り
あ
っ
た

見
学
旅
行

『
日
本
古
来
の
文
化

や
、
現
代

科
学
の
尖
端
を
見
聞
す

る
と
共

に
。

学
級
生
相
互
の
親
睦

を
深

め
る
Ｊ

と
い
う
ね
ら
い
で

。
成

人
学
級
、

女
性
教
室
、
阿
津
賀
志

学
級
で
は

そ
れ
ぞ
れ
多
数
の
参
加
の
も
と
に
、

角
田
、
丸
森
方
面
の
見

学
学
習
を

実
施
し

ま
し
た
か

。
い
ず

れ
も
好

天
に
恵

ま
れ
、
研
修
の

ね
ら

い
を

充
分
に
果
た
す
こ
と
か
で
き
ま
し

た
。最

初
に
見
学
し

た
角
田
市
高
蔵

寺

阿
弥

陀
堂
は
。
樹
齢
三
百
年
以

上

も
た
っ
た
カ
ヤ
の
大
木
に
囲
ま

れ
た
清
閑

な
と
こ

ろ
に
あ
り
、
自

然
に
身

が
引
き
し
ま
る
思

い
が
し

ま
し

た
。

国
指
定
の
重
要
文
化
財
に
な
っ

て

い
る
阿
弥
陀
堂
は
、
宮
城
県
最

占
の
木
造
建
築
物
で
、
酉
暦
一
一

七
七
年

（
治
承
元
年
）
平
安
時
代

の
建
立
と
伝
え

ら
れ
、
東
北
地
方

で

は
、
平
泉
の
中
尊
寺
金
色
堂
、

福
島

県
白
水

阿
弥
陀
堂
と
枇（
に
、

現
存
す

る
数
少
な

い
文
化
遺
産

だ

そ
う
で
す

。

ま

た
、
同
じ
く
国
の
呎
要
文
化

財

に
な
っ
て

い
る
本
尊
の
阿
弥
陀

如
家

坐
像

は
、
約
二
・

七
メ
ー
ト

ル
で

。
現
在

は
ほ
と

ん
ど
漆
黒
色

で
し

た
が
、
天
井

に
っ
か
え
る

ば

か

り
の
透
し
彫

り
の
飛
雲
光
背
を

合

わ
せ

る
と
、
全
商
五
・
一
ハ

メ

ー
ト

ル
も

あ
る
そ
う
で
す
。
お
顏

は
眉
目
か
切

れ
長
く
豊
麗
で
、
そ

の

お
姿

に
接
し
自
然
に
手
を
合
わ

せ

、
祈
ら
ず
に
は

い
ら
れ
な

い
思

い
に
打

た
れ
ま
し

た
。

そ
の
後
、
高
蔵
寺
境
内
の
江
戸

時
代
の
中
規
模

農
家
の
典
型
的
な

建
物
で
あ
る
佐
藤

家
住
宅
を
見
学

し
ま
し
た
か
、
家
の
土
間
、
囲
炉

裏
等
か
ら
当
時

の
生
活
の
一
端
か

感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
ま

た
周
辺
か

き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て

い
る
の

が

印
象
的
で
し

た
。

次
の
角

田
ロ
ケ

″
卜
閧
発
セ
ン

タ
ー
で

は
、
先
ず
約
八
十
一
万
平

方
メ
ー
ト

ル
の
広
大

な
敷
地
に
圧

倒
さ
れ
ま
し

た
。
こ
こ
は
、
ロ
ケ

。
卜
や
、
宇

宙
航
空
機
の
エ
ン

ジ

ン
に
関
す

る
我
国
唯

一
の
研
究
所

で
、
こ
こ
で

開
発
さ
れ
た
ロ
ケ

ッ

ト
エ
ン
ジ
ン
は
、
種
子
島
宇
宙

セ

ン
タ
ー
で
打
ち
上

げ
ら
れ
る
そ
う

で
す
。

係
員
の
方
か
ら
わ
か
り
や
す

い

説
明
を
聞

い
た
後

、『
宇
宙
へ
の
夢

と
、
私
た
ち
の
く
ら
し
』
と
い
う

ビ
デ
オ
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
私

た
ち

の
生
活
に
密
接
な
関
係
か
あ

り
、
い
か
に
宇
宙

が
魅
力
あ
ふ
れ

る
空
問
で
、
人
類
の
永
続
的
な
発

艇
を
可
能
に
す
る
ニ
ュ
ー

ブ
ロ
ン

テ

ず
ア
で
あ

る
こ
と
か
よ
く
理
解

さ
れ
ま
し

た
。

続

い
て

バ
ス
で
施
設
を
見
学
し

ま
し

た
か
、
正
に
日
本
の
宇
宙

開

発
の
重
要
基
地
、
二
十
一
世
紀
の

舞
台
を
閧
く
先
進
の
研
究
機
開
で

あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

昼
食
後
最
後
に
見
学
し
た
の
が

丸

森
町
斎
理
屋
敷
で
す
。
こ
の
屋

敷

は
、
江

戸
時
代
か
ら
七
代
読
い

た
豪
商
の
家
を

保
存
し
た
も
の
で

あ
り
。
い
ろ

い
ろ
の
蔵
に
納
め
ら

れ
た
当
時
の
生
活
用
品
の
数
々
に
、

改
め
て
時
代
を
超
え
て
胸
を
打
た

れ
ま
し

た
。
と
同
時
に
丸
森
の
歴

史
の
変
化
か
そ
の
ま
ま
映
っ
て

い

る
こ
と
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

見
学
旅
行

を
終
え
て
ど
の
学
級

生
か
ら
も

、
来
年
も
ぜ
ひ
継
続
し

て
計
画
し
て

い
た
だ
き
た

い
と
の

要
望
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寄
贈
図
書

あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

○
川
柳
メ
モ

一
冊

桑
折
町
西
大
隕
　

大

導
寺
弘
様

Ａゲームを楽しむ敦窒生

▲高 蔵寺住 職の 説明 を聞 く

阿潭譬志学級生の瞥さん（73）

団員
募集 柔道スポーツ少年団

柔道で心と体をきたえましょう
・練習日時････毎迎火・金曜11の午後６畤～

９畤 小学生は午隋８時まで
・墹　 所･…町民体育餓

・資　 格･…町立、組合立の小・中学校の
児鳶．生咾

・会　 費…･年額3. 円

(スポーツ安全保険科等)

・申込み先･…本|||林一郎S85 －2175



「
子
育
て
教
室
」

開
　
　
講

昨
年
、
好
評
だ
っ
た

『
子
青
て

教
室
‘
も
今
年
は
二
年
目
と
い
う

こ
と
で
、
内

容
を
充
実
し
て

開
講

す
る
予
定
で
し
た
か
思
わ
ぬ
応
募

者
減
の
た
め
に
一
ヶ

月
遅
ら
せ
て

六
月
十
二
日
（
金
）
午
前
九
時
半

よ
り
十
二
名
の
参
加
者
で

開
講
式

を
行

い
ま
し
た
。
館
長
あ
い
さ
つ

の
あ
と
教
育
長
よ
り
、
現
代

の
情

報
社
会
の
中
で
は
自
分
の
立
場
で

判
断
し
て
行
動
で
き
る
力
を
身

に

っ
け
る
こ
と
。
ま
た
子
育
て
に
は

父
親
の
存
在
感
を
た
か
め
る
こ
と

な
ど
の

お
話
か
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
自
己
紹
介
を
兼
ね
て
日
頃

考
え
て

い
る
こ
と
や
悩
み
な
ど
を

出
し
合

っ
て
熱
心
な
話
し
合

い
を

一
時
間
に
わ

た
っ
て
行

い
ま
し
た
。

こ
の
話
し
合

い
の
中
で
は
、
お

や
つ
の
与
え
方
、
こ
と
ば
の
遅
れ

な

ど
に
つ

い
て
話
合

い
、
と
く
に

子
ど
も
の
友

だ
ち
づ
く
り
か
む
ず

か
し
い
、
遊

び
場
が
文
化
セ
ン
タ

ー
の
工
事
の

た
め
に
な
く
な
っ
て

し
ま

り
て
、
家
の
中
で
ば
か
り
遊

ん
で

い
て
友

だ
ち

が
出
来
な
い
と

の
こ
と
で
し

た
。
昨
年

『
子
育
て

教
室
』
に
出
席
し
て
、
子
ど
も
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
お
世
話
に

な
り
、
友
だ
ち
か
大
ぜ
い
で
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て

い
た
。
遊

び

場
か
あ
れ
ば
遠
ぐ

か
ら
で
も

、
た

く
さ
ん
集

り
て
く

る
し

、
ま

た
母

親

や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
も

。
自
然

と
子
育
て

の
情
報
交
か

ん
も
で
き

る
の
で

は
な
ど
活

兇
に
話
し
合
わ

れ
ま
し

た
。

今
年
の
『
子
育
て
教
室
』
は
年

間
を
通
し
て

毎
月
一

回
ぐ
ら

い
実

施
し
ま
す

。
な
お
八
月

九
日
の
日

曜
日

は
『
父
親
教
室
』
を
実
施
す

る
予
定
で
す

。

保
育
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
も
昨
年
の

方
々
が
引
続

き
奉
仕
し
て

い
た
だ

き
本
当

に
頸
か
下

が
り
ま
す
。
今

年
一
年
間
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た

し
ま
す

。

町 長 杯 野 球 大 会
・ 主　　 催

・ と　　 き

・ と　こ　 ろ

・ 参 加 資 格

・申 込 み

・ 代表耆会議

国 兄町 公民館

８月９Ｂ旧）

町民運勍場、浄 化七ンター運勅広場

・町 体育協会、地区 スポーツ振興会に登録して

あるチ ーム

・小学枚区内で一般社会 人が繃成したチーム

・同一職崎、事１ 所で編成したチーム
８月５日園 まで公民館へ

８月７日圜 刪7:30 から、組合わせ抽選もri

うので．代表者は必ず出席してください

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座

・と　き　＆～％　５回

・ところ　国見町公民館

・内 容　 ボランティア活動の意義と実践

・講 師 学識経験者・有志指導者

・対 象　町民の有志者　定貝34)名

・受講料　無料

・申込み　 ７月20日(月)まで、電話でどうぞ

夏

の

料

理

教

室

・と　き　％・％・％・％　･1回 囹７：３０～９：３{}

・ところ　国見町公民館

・内　容 夏バテを防ぐため、食欲をそそるもの、ス

タミナのつくものなどの夏向料理

・講 師 栄養士 杉崎一江先生

・対 象　一般成人20 名

・受講料 材料代実費

・申込み　７月20日哨)まで、竃話でも可

行　事　の　お　知　ら　せ

月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　 事 月 日 曜 行　　　　　　　　　　　　 事

７

15 水 ・くにみ女性教室グループ学習（紙粘土）

７

27 月
・ゴルフ教室

16 木 ・県北教育事務所公民館訪問 ・ジュニア仲問づくり教室キャンプ研修(寿少年旅行材)

20 月
・阿津賀志学縁グループ学習（社交ダンス） 28 火 ・阿津賀志学級グループ学習（七宝焼）

・ゴルフ教室 31 金 ･阿津賀志、吹人学級、女性叡室合同学習(国際愉勢)

21 火
・阿津賀志学級グループ学習（はり絵）

８

・

３ 月
・ゴルフ教室

・森江野町民プール一般開放 ・少年仲問づくり教童キャンプ研修(大玉村県民の森)

22 水
・くにみ女性教室 グループ活動（紙粘土）

９ 日
・町長抔野球大会

・阿津賀志学級 グループ学習（七宝焼） ・子育て教室（父親の学習）

24 金
・少年仲間づくり教室キャンプ事前研修 10 月 ・ゴルフ教室

・子育て枚室（絵本）
11 火

・阿津賀志学級（ アサガオの鑑賞）

25 土 ・ジュニア仲問づくり教室キャンプ事前研修 ・少年仲間づくり教室（盆行事の再現）

備　　 考
・７月19日　県民スポーツ県北大会（福島市）

・７月21日～８月25日　小、中学校夏季休業



町
赤
十
字
奉
仕
団
が

設
　
　

立

国
見
町
に
こ
の
ほ
ど
赤

十
字
本

仕
団
が
結
成
さ
れ
。
六
月
四
日
に

町
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

設
立
総
会

か
開
か
れ
ま
し
た
。

設
立
総
会
で

は
。
日
本
赤

十
字

社

国
見
町
分
Ｋ
長
の

冨
永

町
長
か

『
今
後
の
地
城
奉
仕
活
動

の
充
実

に
期
待
し

ま
す

』
と
あ

い
さ
つ
。

”
私
た
ち

は
、
赤
十
字
の

人
道
、

博
愛
、
公
平
と
奉
仕
の
精
神

に
基

づ
き

、
国
見
町
赤
十
字
奉
仕
団
を

結
成
し

ま
し

た
。
今
後
、
身
近
な

と
こ

ろ
か
ら
奉
仕
活
動
を
実
践
し
、

赤
十
字
の
睛
神
に
ま
い
進
し
ま
す
”

と
の
結
団
宣
言
を
採
択
し
た
後
、

団
規
定
や
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
。

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
の
渡
辺

尚
事
業

課
長
か
ら
は
二
十
八
名
の

団
員

の
か

た
が
た
へ
委
嘱
状
と
団

旗
の
授

与
か
行
わ
れ
。
奉
仕
へ
の

誓

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

役
員
の
か
た
か
た
は
次
の
通
り

で
す
。
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

▽
委
員
長
・：
仲
野
周
一
▽
副
委
員

艮
・
：
村
Ｌ

公
月
、
鈴
木
キ
ヌ
▽
委

員
・
：
阿
部
恒
夫
７

曳
地
籌
作
、
村

上
昭
男
、
奥
山
美
津
子
、
鈴
木
光
、

伊
勢
文
朗
▽
監
事
・：
佐
藤
義
雄
、

安
田
節
子

▲団旗を受ける仲野周一奉仕団委員長

お
年
寄
り
と
子
供
た
ち

楽

し

く

交

歓

会

大
枝
季
節
保
育
所
の
子
供
た
ち

と
お
年
寄

り
の
交
歓
会

が
七
月
四

日

、
西
大
枝
集
会
所
で
開
か
れ
ま

し

た
。

こ

れ
は
、
地
区
の
お
じ

い
ち

ゃ

ん

、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
深

め
。
お
年
寄
り
に
対

す
る

や
さ
し
さ
と
思

い
や
り
の
心

を
育
て

よ
う
と
毎
年
行
わ
れ
て

い

る
も
の
で
、
今
年
は
約
百

二
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

こ

の
日

の
た

め
に
、
一
生
懸
命

に
練
習
を
重

ね
て
き
た
子
供
た
ち

の
か
わ

い
ら
し

い
劇
や
避
戯
に
、

お
年
寄
り
の
替
さ
ん
は
大
喜
び
。

一
つ
ひ
と
つ
の
演
技
に
大

き
な
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

▲子ともたちの熱演にお年冨りも大鏖び

町
営
牧
野
開
設

3
0周
年
を
祝
う

国
見
町
営
牧
野
の
開
設
．‐二
十
周

年
を
記
念
す

る
式
典
は
六
月
こ
．十

日
．
Ｊ
Ａ
福
島
岡
見
町
会
館
に
冨

永
武

夫
町
長
、
仲
野
岡
一
町
議
会

議
長
、
商
橘
友
義
倒
見
牧
野
利

用

組
合
妊
を
は
じ

め
、
県
や
Ｊ
Ａ

、

飼
育

農
家
の
関
係
者
な
ど
約
八
十

人
か
出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
．

町
営
牧
野
は
畜
産
業
の
振
興
発

展
を
目
桁
し
て
昭
和

．ニ
ト
ハ

年
に

オ
ー
プ

ン
・

放
牧
地
は
国
見
町
と

宮
城
県
自
石
市

に
ま
た
が
る
六
十

四
ｓ

の
区
城
で
、
草
地
の
広
さ
は

約
二

十
一
む
．
管
理
、
運
営
は
、

国
見
牧
野
利
用
組
合
が
行
っ
て

い

ま
す
。

式
典
で
は
冨
永

町
長
、
高
橋
組

合
長
の
あ

い
さ
つ
、
長
濱
洋
上
福

島
農
政
事
務
所
艮

、
仲
野
町
議
会

議
長
か
祝
辞

を
述

べ
た
後

。
牧

野

運
営
に
功
績

の
あ

っ
た
八
人
の
方

に
感
謝
状

の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し

た
。ひ

き
続
き
祝
宴
に
移
り
、
‐。二
十

周
年
を
祝
う
と
と
も
に
今

後
の
躍

進
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

感
謝
状
受
賞
者

は
次
の
か
た
か

た
で
ず
。
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

商
橘
友
義
、
井
上
忠
良
、
後
藤
伝

吉

、
仲
野
周
一
郎
、
佐
藤
光
雄
、

安
藤
留
作
、
暢
田
清
作
、
星
野
栄

▲壮野間ａ３０周年を祝った式典

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

穂
苅
さ
ん
が
優
勝

第
四
回
国
見
町
町
民
ゴ
ル
フ
大

会
は
六
月
二
十
一
日
、
あ
い
に
く

の
雨

の
中

、
八
十
二
名
か
参
加
し
、

白
鳥

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
飯
坂
岨

泉
コ

ー
ス
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

競
技

は
、
一
ハ
ホ

ー
ル

ー
ズ
ド

ロ
ー
ク

プ
レ
ー
、
ダ
ブ
ル

ペ
リ
ア

方
式
で
行
わ

れ
。
晧
苅
榮
治
さ
ん

（
宮
町
市
）
が
兄

事
優
勝
し
ま
し

た
。

《
人
会
の
結
果
》
　
　

敬
称
略

優
　

勝
　
　
　

他

苅
　
榮
治

準
優
勝
　
　
　

鎌

倉
　
　

亨

第
一
位
　
　
　
　

阿
部
　

晴
己

第
二
位
　
　
　

曳
地
　

正
美

第
三
位
　
　
　
　

西
塚
　
　

巌

ペ
ス
ト

グ
ロ
ス
　

林
　
　
　

明
Ａ甬のなか行われた町民ゴルフ大会

編
集
日
記

○
七
月
八
日
に
公
示

さ
れ
た
参
議

院
議
員
通
常
選

挙
は
、
二
十
六
日

が
投
票
日
。
明
日
の
国

づ
く
り
を

託
す
大
切
な
一
粟
で
す
。
有
権
者

の
皆

さ
ん
。
悔

い
の
な

い
一
票
を

投

じ
た
い
も
の
で
す
。

’咒
．
‐
町
・

ｊ

集

川

Ｑ

町

総

務
ａ

福

島

県

伊

達

郡

国

兄

町

人

字

蒔

川

字

．
Ｔ

川

．
Ｊ
２

の　

ー

・

九

六

九
－

．
七
　

ａ

一
〇

．
．四

五

一

八

ｆ
几
－

．
：

：

｛

代

轟
一

わ
だ
い
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